
○
説

明
員

（
高

岡
完

治
君

）
今
回
の
改
正
法
案
の
こ
の
制
度
の
改
正
は
、
内
閣

総
理
大
臣
の

任
命
制
を
と
る
と
い
う
こ
と
が

目
的
で
は

毛
頭
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

選
挙
制

を
推

薦
制
に
変
え
る
と
い
う
の
が
今
回
の

改
正
法
案
の

骨
子
で
ご
ざ
い

ま
す
。
先
ほ
ど
も
御
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
推
薦
制
を
と
る
が
た
め
に
国

家
公
務
員
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
日
本
学
術
会
員
が
、
そ
の
法

的
地
位
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
何
ら
か
の
入
口
を
あ
げ
、
中
に
引
き
入
れ
る
と
い

う
行

為
が
法

律
的
に
は
必
要
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
う
い
う
随
伴

す
る
行
為

と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
の

任
命
と
い
う
も
の

を
考
え
た
わ

け
で
ご
ざ
い

ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
申
し
上
げ

る
ま
で
も
な

く
そ
れ

は
形

式
的

任
命
と
い
う
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ
は
先
ほ
ど
も
総
理
か
ら
お
答
え
に
な
り
ま
し
た
と
お
り
で
ご

ざ
い
ま
す
。

昭
和

5
8
年

5
月

1
2
日

参
・文

教
委
員
会

出
典
：
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年

5月
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日

参
議
院
文
教
委
員
会

会
議
録
よ
り
小
西
洋
之
事
務
所
作
成

令
和

2年
11
月

5日
参
議
院
予
算
委
員
会

立
憲
民
主
・
社
民

小
西
洋
之

○
国

務
大

臣
（
中

曽
根

康
弘
君

）
こ
れ
は
、
学
会
や
ら
あ
る
い
は
学
術
集
団
か
ら

推
薦
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
の
で
、
政
府
が
行
う
の
は
形
式
的
任
命
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。
し
た
が
っ
て
、
実
態
は
各
学
会
な
り
学
術
集
団
が
推
薦
権
を
握
っ
て
い
る
よ
う

な
も
の

で
、
政
府
の

行
為
は

形
式
的
行
為
で
あ
る
と
お
考
え
く
だ
さ
れ
ば
、
学
問
の

自
由
独
立
と
い
う
も
の

は
あ

く
ま
で
保
障
さ
れ

る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。



○
粕
谷
照
美

君

・
・
・
学
術

会
議
の
独
立
性
と
い
う
も
の
が
侵
さ
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
、
こ
う
い
う
心

配
を
持

つ
も
の
で
す
か
ら
、
何
度
も
何
度
も
念
を
押
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
し
ま

す
と
、
い
ま
ま
で
行
わ
れ
た
二
度
の
国
立
大
学
長
の
拒
否
事
件
が
起
き

な
い

と
い

う
保
証
は
こ
の
法
律
の
中
に
ど
こ
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
か
。
ど
こ
の
と
こ
ろ
を
読
ん

だ
ら
、
あ
あ
な
る
ほ

ど
大
丈
夫

な
ん
だ
と
理
解
が
で
き
る
ん
で
す
か
。

昭
和

5
8
年

5
月

1
2
日

参
・文

教
委
員
会

出
典
：
昭
和

58
年

5月
12
日

参
議
院
文
教
委
員
会

会
議
録
よ
り
小
西
洋
之
事
務
所
作
成

令
和

2年
11
月

5日
参
議
院
予
算
委
員
会

立
憲
民
主
・
社
民

小
西
洋
之

○
説
明
員
（
高

岡
完
治
君
）

た
だ
い
ま
御

審
議
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
法
案
の
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に

基
づ

き
ま
し
て
内
閣
総
理

大
臣
が
形
式
的
な
任
命
行
為
を
行
う
と
い
う
こ
と
に
な
る

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
・
・
・「
会
員
は
、
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
推
薦
に
基
づ
い

て
、
内
閣
総
理
大
臣
が
こ
れ
を
任
命
す
る
。
」
こ
う
い
う
表
現
に
な
っ
て
お
り
ま
し

て
、
・
・
・
二
百

十
人
の
会
員
が
研
連
か
ら
推
薦
さ
れ
て
ま
い
り

ま
し

て
、

そ
れ
を

そ
の
と
お
り
内
閣
総

理
大
臣
が
形
式
的
な
発
令
行
為
を
行
う
と
い
う
ふ
う
に
こ

の
条
文
を
私

ど
も
は
解
釈
を

し
て
お
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
き
ま

し
て
は

、
内
閣

法
制
局
に
お
き
ま
す
法
律
案
の
審
査
の
と
き
に
お
き
ま
し
て
十
分
そ

の
点
は
詰
め
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。



○
粕
谷
照
美
君

た
っ
た
一
人

の
国

立
大

学
の

学
長

と
は

違
う
、
セ
ッ
ト
で
二

百
十
人
だ
か
ら
、
そ

の
う
ち
の
一
人
は

い
け
ま
せ
ん
と
か
、
二

人
は
い
け
ま
せ
ん
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な

い
と
い
う
説
明
に
な
る
の

で
す
か

。
セ
ッ
ト
で
二

百
十

人
全
部

を
任
命
す
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
す
か

。
○
説
明
員
（
高

岡
完

治
君

）
そ
う
い
う
こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
、
こ
の

条
文
の

読
み
方

と
い
た
し
ま
し
て
、

推
薦
に
基
づ

い
て
、
ぎ
り
ぎ
り
し
た
法

解
釈

論
と
し
て
申

し
上

げ
れ
ば
、
そ
の
文
言

を
解
釈
す
れ
ば

、
そ
の
中

身
が
二

百
人
で
あ
れ
、
あ
る
い
は
一
人
で
あ
れ
、
形
式

的
な
任
命
行

為
に

な
る
と
、
こ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昭
和

5
8
年

5
月

1
2
日

参
・文

教
委
員
会

○
粕
谷
照
美
君

法
解
釈
で
は
絶

対
に

大
丈

夫
だ
と
、
こ
う
理

解
し
て
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
ね
。

○
説
明
員
（
高

岡
完

治
君

）

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
法

律
案

審
査
の

段
階
に
お
き
ま
し
て
、
内
閣
法

制
局
の
担
当

参
事

官
と
十
分

そ
の
点

は
私
ど
も
詰

め
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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予
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委
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主
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出典：国立公文書資料「法律案審議録（日本学術会議法の一部改正 その一及び
その二 昭和五九年第九八回国会 総理本府関係４）」より小西洋之事務所作成
令和2年11月5日参議院予算委員会 立憲民主・社民 小西洋之
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出典：国立公文書館資料「法律案審議録（日本学術会議法の一部改正 その一
昭和五九年第九八回国会 総理本府関係４）」より小西洋之事務所作成
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私どもは全くの形式的任命というふうに考えてお
り、法令上もしたがってこれは形式的ですよというよ

うな規定、ほかにも例がございませんが、書
く必要ないと判断して現在の法案になってい
るわけでございます。

昭和58年5月10日 参議院文教委員会
政府委員（手塚康夫君）答弁抜粋

出典：国立公文書館資料「法律案審議録（日本学術会議法の一部改正 その一
昭和五九年第九八回国会 総理本府関係４）より小西洋之事務所作成
令和2年11月5日参議院予算委員会 立憲民主・社民 小西洋之
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昭和五九年第九八回国会 総理本府関係４）」より小西洋之事務所作成
令和2年11月5日参議院予算委員会 立憲民主・社民 小西洋之



出
典
：
日
本
学
術
会
議
改
革
要
綱
、
総
務
庁
長
官
試
案
、
「
総
務
庁
長
官
試
案
」
に
も
と
づ
く
学
・
協
会
推
薦
制
の
検
討
結
果
に
つ
い
て
、
日
本
学
術
会
議
の
改
革
に
つ
い
て
（
要

望
）
、
日
本
学
術
会
議
改
革
委
員
会
「
法
案
検
討
分
科
会
」
報
告
書
等
よ
り
小
西
洋
之
事
務
所
作
成

令
和

2年
11
月

5日
参
議
院
予
算
委
員
会

立
憲
民
主
・
社
民

小
西
洋
之

S
5
7
.1

日
本

学
術

会
議

改
革

要
綱

（
選

挙
2
/
3
、
推

薦
1
/
3
）

「
政

府
の

任
命

制
（
実

質
）
と
す
る
こ
と
は

全
く
考

え
ら
れ

な
い
」

S
5
7
.1

1
総

務
庁

長
官

試
案

「
科

学
者

が
自

主
的

に
会

員
を
選

出
す
る
こ
と
を
基

本
と
し
、
学

会
を
基

礎
に
選

出
し
た
者

を
会

員
と
し

て
推

薦
し
、
そ
の

者
を
会

員
と
す
る
こ
と
が

適
当

」

S
5
8
.1

「
総

務
庁

長
官

試
案

」
に
も
と
づ
く
学

・
協

会
推

薦
制

の
検

討
結

果
に
つ
い
て

（
学
術
会
議
分
科
会
）

「
任

命
権

を
あ
く
ま
で
形

式
的

任
命

権
に
と
ど
め
て
お
か

な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
、
「
実

質
的

な
任

命
権

に
な
ら
な
い
よ
う
な
法

令
上

の
根

拠
を
明

確
に
し
て
お
く
こ
と
が

不
可

欠
」

S
5
8
.2

日
本

学
術

会
議

の
改

革
に
つ
い
て
（
要

望
）

（
学

術
会

議
会

長
）

「
『
試

案
』
は

･･
･実

質
的

任
命

制
等

を
と
ら
ぬ

こ
と
等

を
前

提
と
理

解
」

S
5
8
.5

.1
0
 （
法

案
審

議
）

久
保

亮
五

学
術

会
議

会
長

国
会

答
弁

「
形

式
的

に
総

理
に
よ
っ
て
任

命
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
、
実

質
的

任
命

を
意

味
し
な
い
と
理

解
」

S
5
8
.9

 （
法

案
成

立
後

）
日

本
学

術
会

議
改

革
委

員
会

「
法

案
検

討
分

科
会

」
報

告
書

「
政

府
当

局
は

、
･･
･第

７
条

第
２
項

の
法

技
術

的
構

造
、
憲

法
論

等
を
あ
げ
て
・
・
・
形

式
的

任
命

に
と

ど
ま
る
こ
と
を
強

調
」

S
5
9
.1

日
本

学
術

会
議

の
一

部
を
改

正
す
る
法

律
案

に
つ
い
て
（
声

明
）

会
長

案
「
総

理
が

形
式

的
に
任

命
」
、
「
任

命
権

者
の

実
質

的
介

入
の

余
地

が
な
い
こ
と
は

法
文

上
も
明

ら
か

」

推
薦

制
へ

の
Ｓ
５
８
法

改
正

の
経

緯



学術会議会員の任命拒否の違法立証
（法令解釈ルールの当てはめ）

法令の解釈は、

① 当該法令の規定の文言、
趣旨等に即しつつ、

② 立案者の意図や立案の
背景となる社会情勢等を
考慮し、

③ また、議論の積み重ねの
あるものについては全体
の整合性を保つことにも
留意して

論理的に確定される
べきもの（略）

仮に、政府において、法令
解釈を便宜的、意図的に変
更するようなことをするとす
れば、政府の法令解釈ひいて
は法規範そのものに対する国
民の信頼が損なわれかねな
い

学術会議法「推薦に基づいて、
総理が任命する」の解釈は、

学問の自由､自主・独立のため
「推薦制に付随した形式的任命
であり、任命拒否は不可」との
趣旨として規定された文言
（ S58国会答弁、想定問44）

内閣法制局の審査記録・政府答弁、
国会審議・議決・附帯決議。
総理府長官試案・学術会議検討結

果、学術会議会長の答弁等々の形式
的任命の確認・合意の経緯。

H16推薦制改正の内閣法制局審査
資料で「総理の任命拒否は想定され
ない」との法理を再確認 （※文科
大臣任命の法理不適用のS58答弁）

論理的には「総理によ
る任命拒否は許されない
（違法）」とのみ解釈可能

H30解釈（任命拒否が可能）
は便宜的、意図的な「法律の
無視」による「違法な解釈の
捏造」そのもの

政府の法令解釈のみならず、
法規範そのものに対する国民の
信頼が損なわれる事態

島聡君提出政府の憲法解釈変更に関する質問に対する答弁書（平成16年6月18日答弁第一一四号）等より小西洋之事
務所作成 令和2年11月5日参議院予算委員会 立憲民主・社民 小西洋之
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